
公益信託しまね文化ファンド　平成３０年度　前期決定事業一覧

■地域文化振興
単位：千円

事業名 団体名 実施地 実施月 助成決定額

小計 ３件 4,050

■芸術文化振興
単位：千円

事業名 団体名 実施地 実施月 助成決定額

1

7･8月

3,700
鳴き砂で有名な「琴ケ浜」が国の天然記念物に指定されることを受け、それを記念し仁摩町馬路に伝わる800年前の
琴姫伝説をもとにした創作音楽劇に取り組む。東京のプロの演出家の指導を受け、地域の財産として長く再演できる
よう市民参加で制作する。

事　業　概　要

石見神楽の新たな魅力を引き出そうと、ロックバンドのダンサーやベーシストとの合同舞台を益田市内の自然公園に
おいて行う。子供神楽も参加し、「岩戸」「八岐大蛇」などの演目を現代楽器、ダンスと神楽の舞、奏楽で表現する。会
場の竹を利用して、神楽で用いる道具や竹灯篭作りなどのワークショップも実施する。

600

2 能
　ノ　ウ　ミ　

海寛
　ユタカ

生誕150年記念シンポジウム 能海寛研究会 浜田市 7月 150

3
【参加者公募事業】
創作音楽劇「琴の鳴る浜」

琴の鳴る浜実行委員会 大田市 3月

museumミュージアム（演劇公演） コメッコ共同体 松江市

5 ＜県民文化祭共催事業＞
プリマヴェーラ１４

島根県洋舞連盟 松江市 12月

出雲市 5月

「あいと地球と競売人」自主企画
実行委員会

松江市 ９月

事　業　概　要

日本の根っこ～石見の風土から地域の
未来を語る

VOICE　OF　STONE　プロジェク
ト

大田市 9月 200
石見地域に残る巨石とそれにまつわる伝承・神話を取材し巨石マップを作成、それをもとに石見の石文化や風土につ
いて考える講演会とシンポジウムを開催する。参加者からも意見を募り、新たな目線で石見地域の素晴らしさや魅力
を再発掘する。

500

益田市 5月

3,400

益田市 4月

金城町出身でチベット探検の先駆者である能海寛の生誕150年を記念し、シンポジウムを開催する。会員や研究者・
地域住民がパネリストになり、彼が生涯実践してきた精神や広い視野を紐解き、地域の偉人としてあらためて顕彰す
る。

ますだ演劇祭

クラシックバレエとジャズダンスの２団体が、県内で活動する和太鼓奏者など異なる分野との合同舞台を発表する。共
演者の意見を取り入れながら脚本や指導、演出全て連盟会員で手掛け、オリジナル作品として取り組む。

グラントワの舞台技術研修会で学んだ県西部の演劇団体が中心となり、その成果を生かした自主的な演劇公演を行
う。参加団体がそれぞれ作品を発表し劇評をもらうほか、雲南市からゲストを招きレクチャーを受ける。レベルの向上
と演劇ネットワークの構築につなげる。

3,800
これまで行政主導で実施されてきたミュージカルを民間有志の手で５年ぶりに復活上演する。子どもから70代まで約
100人の出演者を市民から公募し、スタッフとともに５カ月かけて創り上げていく。舞台芸術のノウハウを学ぶとともに
作品を通して環境問題への意識を高める。

100
東京で演劇活動を行うアーティストと共に2週間かけて松江市民にインタビューを行い、『街の記憶』をテーマにした作
品に仕上げ、1週間にわたって上演する。終演後に観客との意見交換を行い、演劇の多様性を知ってもらう。滞在創作
という手法により、島根の文化芸術に新たな風を吹き込む。

300
音楽の「歌」や文芸の「俳句」、「詩」、「川柳」など様々な「うた」を集め、「うたの文化」に触れるフェスティバルとして開
催する。県内から出演者を募りステージで個性あふれる演奏を行なうほか、「うた」に関する作品を展示し、ジャンル問
わず広い世代の交流を目指す。

4 万葉音楽祭２０１８　肆
ヨン

万葉音楽祭実行委員会

【参加者公募事業】

ミュージカル

　「あいと地球と競売人
キョウバイニン

｣

7

9

6

8

あの頃のお恋路（れんじ）
　うたのフェスティバル2018

あの頃のフォークソングライブの
会

ますだ演劇祭実行委員会



公益信託しまね文化ファンド　平成３０年度　前期決定事業一覧

事業名 団体名 実施地 実施月 助成決定額 事　業　概　要

みんなでかなでるハーモニー
　　in雲南実行委員会

9～10月熱響UNNAN＋みんなでかなでるハーモ
ニー～須川氏を迎えて～

雲南市

出雲市19 たきのがっこう2018 たきのがっこう2018実行委員会

雲南市 11月

15

17

高松ふるさとふれあいコンサート
（仮称）実行委員会

結成20周年の節目に、ホルンの魅力をより多くの人に伝えたいと記念演奏会を開催する。宝塚市交響楽団、石見ホル
ンクラブなど新たな友好団体との合同演奏を披露するほか、パイプオルガンとの初共演に取り組む。

松江市 7月 150
難解なイメージがあるクラシック音楽に親近感を持ってもらおうと平成27年から行っている。会員の手による詳細なプ
ログラムノートを配布し、解り易い解説と映像を交えながら名曲の数々を演奏する。今回は没後100年を迎えるドビュッ
シーを中心としたピアノ演奏と地元声楽家との共演を披露する。

合唱・オーケストラとも県民から出演者を広く募り、5月の結成式から約7ヶ月の練習期間を経て毎年12月に開催してい
る。初心者がステージで演奏できるよう基礎練習に力を入れ、新規参加者の裾野拡大を図っている。

安来市 7月

Les　etoiles
　　レ　・　　　ゼトワール

やまびこ星空コンサート実行委
員会

5月 200

6・7月
9月 800

先入観によらず、参加者が自ら考え感じるままに表現し体現するワークショップと参加型コンサートを2回実施する。前
半ではアイヌの歴史文化をテーマに伝統歌唱「ウポポ」の体験を、後半では即興による発声で合唱作品を創り上げて
いくワークショップを行う。

700

500
雲南市加茂町の文化活動を盛り上げようと各種文化団体が連携し、毎年テーマを変えて行っている。今回は雲南市
発祥の「出雲追分」や島根を代表する民謡「安来節」などを採り上げ、ワークショップと住民参加による公演を実施す
る。

500
安来市内の子どもを主体とした音楽団体と山陰フィルハーモニー管弦楽団とのジョイントコンサートを開催する。各団
体の単独演奏や合奏、フィルとの合同演奏、指揮者体験などを通し、子どもたちの音楽に対する感性を養う機会とす
る。

障がいや病気で施設や病院に入っていて演奏会に出かけることが難しい人たち含め、地域住民にもっと気軽にクラ
シック音楽を楽しんでもらおうと企画する。ゲストにサックス奏者の須川展也氏を迎え、共演型コンサートやワーク
ショップを行う。

出雲市
出雲市高松地区の保育園や学校、市内で活動している団体が、太鼓や大正琴、合唱や吹奏楽など日頃の活動を市
民に発表し、地域を音楽で盛り上げようと手づくりコンサートとして開催する。演奏会を通して市民交流を図る。

出雲市 9月

松江市 12月

第4回　やまびこ星空コンサート

メンバーを固定せず、開催ごとに参加者を広く募る形で行うフェスティバルオーケストラとして昨年から取り組んでい
る。協奏曲と交響曲を演目とし、４０～６０名の演奏者を広く県内から募集する。プロの指揮者から指導を受け、スキル
アップを目指す。

300

200

出雲市内の吉栗の郷において、星空のもと野外コンサートを行う。地元で活動する太鼓や演劇団体、出雲市内の吹奏
楽部が出演し、多彩な演目を披露する。地域の音楽活動の活性化を図る。

島根ホルンクラブ
　　　　20周年記念演奏会

島根ホルンクラブ 松江市 4月

16
『アルテピア開館記念』2018ふるさとの演
奏会　第2回山陰フィルあかえふれあい
コンサート

山陰フィルあかえふれあいコン
サート実行委員会

10
高松ふるさとふれあいコンサート
（仮称）

音楽の旅　vol.5

＜県民文化祭共催事業＞
第27回　県民手づくり
　第九コンサートin島根

島根第九をうたう会

13

11

12 200

14
【参加者公募事業】
雲南フェスティバルオーケストラ2018コ
ンサート

雲南フェスティバルオーケストラ
実行委員会

雲南市 9月 700

ラメールアートフェスティバル2018
ラメールアートフェスティバル
実行委員会

18
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事業名 団体名 実施地 実施月 助成決定額 事　業　概　要

小計 ２３件 19,850

■国際文化交流
単位：千円

事業名 団体名 実施地 実施月 助成決定額

800
世界的に活躍する演奏家から音楽の基礎を学ぶ公開講座を開講する。子どもと大人コースに分け、経験問わず受講
者を県内全域から募り、講座の最後には講師たちとの共演も行う。地方においても大都市と文化格差の無い、質の高
い音楽に触れ学べる機会を創出する。

石見銀山国際音楽アカデミーの講師に
よる「こども＆おとなのための楽しい音
楽基礎講座」

＜県民文化祭共催事業＞
第10回　出雲神在月市民芸術
文化の祭典

23 松江市
浜田市

5月

事　業　概　要

500

出雲市 11月

Shimane　創刻
　　　　シ　マ　ネ　　　　ソ　ウ　コ　ク

海神楽実行委員会 大田市

大田市

9月

8月

6～11月 3,300
平成15年から映画制作ワークショップとして開催している。一般公募で集まった参加者たちが8～10名の撮影グループ
に分かれ、塾長である錦織良成氏のアドバイスを受けながら短編映画を完成させる。これまでの15年間に150本を越
える作品が完成している。

島根県民および島根に関心がある人を対象に未発表の写真を募り、県東部と西部の2カ所で展示発表を行う。連盟会
員による公開審査会と講評会を実施し、出品者へのアドバイスも行う。A4サイズの部門を設け、写真経験の少ない人
でも気軽に参加できるよう取り組んでいる。

自主、独立を意味し、無審査、無償を旨とするアンデパンダン展を開催する。洋画から書、ちぎり絵、写真、彫刻、イン
スタレーションなど平面・立体表現作品など様々な作品を公募する。既存の出品規格や分野に収まらない作品に発表
の場を開き、創作活動の裾野拡大と埋もれた人材の発掘を目指す。

300

彫刻活動を行う若手有志で団体を結成し、大田市内の廃校を会場に彫刻を主体としたワークショップや作品展示など
を行う。出品者は県内外から広く募り、ワークショップで制作した作品も展示する。造形美術への関心を高めると共に
県内で活動する若い作家たちの参加を促し、美術活動全体の底上げを図る。

大田市温泉津町の福光海岸を会場に、地元の神楽団体がインドネシアのバリ舞踊及びガムランと初の共演舞台に取
り組む。また、バリ舞踊のワークショップを実施し、基本的な動きなどを学ぶ。他国の芸能を見て体験し、互いの文化
理解や地域文化のルーツについて考える機会とする。

石見銀山国際音楽アカデミー
実行委員会

大田市 8月

27
２０１８　海神楽　～バリ舞踊：
　ガムランと出会う～（仮称）

24
＜県民文化祭共催事業＞
第27回　しまね映画祭
（しまね映画塾　2018）

しまね映画祭実行委員会 県内各地

26 ＜県民文化祭共催事業＞
2018年　文化を育むinますだ

益田市文化協会 益田市 9～2月 1,500 協会に加盟する団体が、日頃の活動成果を市民に向けて展示と舞台で発表しようと隔年で開催している。益田独自の
歴史や文化・人物などを題材に取り込み、より地域色のある総合文化祭を目指す。

700
出雲市内で活動する子供から大人までの文化団体が、伝統芸能や創作芸能・音楽など多彩な舞台を発表し、出雲圏
域における芸術活動の活性化を目指す。参加団体同士の交流促進を図るとともに、お互いを刺激し合いレベルアップ
の機会とする。

25 出雲市文化団体連合会

20

＜県民文化祭共催事業＞
第12回　しまね写真展

島根県写真家連盟

21

第7回　島根県アンデパンダン展
島根県アンデパンダン展実行委
員会

松江市 10022 9～10月

島根だんだん　ものづくりワークショップ 200



公益信託しまね文化ファンド　平成３０年度　前期決定事業一覧

事業名 団体名 実施地 実施月 助成決定額 事　業　概　要

小計 ４件 2,100

合計 ３０件 26,000

単位：千円

28 日韓交流コンサートフェスティバル
日韓交流オーケストラ事業
　　　　　　　　　　　実行委員会

松江市 4月

30
石見神楽温泉津舞子連中
『石見神楽』ベトナム・ホイアン公演

ベトナム
ホイアン市

8月
石見神楽温泉津舞子連中（大田
市）

はなこりあ島根（松江市）
韓国
釜山市

29 朝鮮通信使祭り2018 5月

韓国の安東大学オーケストラを招き、松江市を拠点とする社会人バンド、島根大学吹奏楽部とのジョイントコンサート
を開催する。両国の民謡やジャズなどを演奏し、音楽を通して韓国への理解を深めることで今後につながる文化交流
の契機とする。

朝鮮通信使の功績を称え毎年開催される「朝鮮通信使祭り」に招待団体として参加し、高知発祥の「よさこい」と朝鮮
民謡「アリラン」をかけ合わせた「よさこいアリラン」の踊りを披露する。また島根の文化に触れるワークショップを行い、
韓国および他国の参加者に島根を紹介する。継続的な民間交流の拡大を目指す。

同じ世界遺産の町として平成21年から市民交流のあるホイアン市で開催される「ホイアン日本祭」に参加し、石見神楽
を上演する。神楽衣裳の着付け体験や手道具作りのワークショップも実施し、石見地域や島根の文化について情報発
信を行う。

400

300

900


